
地域共生ステーションづくりワークショップ 

北のステーション部会（第３回） 結果報告 

１１１１    概要概要概要概要    

（１） 日時 平成２５年６月２９日（土）１４時から１６時３０分まで 

（２） 場所 段ノ上集会所 

（３） 参加者   

・参加者  １０名 

・事務局   ３名 

（４）配布資料 別添のとおり 

 

２２２２    ワークショップワークショップワークショップワークショップ    

【前【前【前【前回の振り返り回の振り返り回の振り返り回の振り返り】】】】    

    北のステーション部会（第２回）では、２つのグループに分かれ “地域”で、

“自分たち”でつくる地域イベントについて話し合いました。１つのグループでは

“夏休み”に大人と子どもの交流イベントを開催するという案が出され、もう１つ

のグループでは９月２２日に開催される「香流川ウォーク」に合わせ、香流川と原

邸公園で交流イベントを開催するということとなりました。 

    

【【【【香流川ウォークを中心にした地域イベントについて香流川ウォークを中心にした地域イベントについて香流川ウォークを中心にした地域イベントについて香流川ウォークを中心にした地域イベントについて】】】】    

    香流川ウォークとタイアップして地域共生ステーションのイベントを主張する

ため、グループに分かれ、具体的なアイデアを出し合った。その後、各グループで

出された、アイデアを書いた付箋をホワイトボードに貼りだし、全体で意見交換を

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★★★ながくてながくてながくてながくて香流川ウォーク香流川ウォーク香流川ウォーク香流川ウォークについてについてについてについて★★★★    

香流川の自然を感じながら、ウォークラリーをします。 

� 第２回ながくて香流川ウォーク（平成 24 年度）の内容 

・ ウォークラリー 

・ 竹とんぼ作り 

・ 写真展示「香流川の四季」 

� 香流川をきれいにする会・長湫地区北部自治連合会の共催 

� 第３回香流川ウォークは、平成２５年９月２２日（日）に開催。 

    



グループワークでは、お年寄りや幼い子どもなど、歩くことができない人にも気

軽に来てもらえるようなイベントのアイデアが出された。今回出されたイベントの

アイデアは大きく分けて、朝市、工作、カフェ、水質検査、の４つの分野となった。 

 

� 朝市朝市朝市朝市    

・ 野菜は、業者ではなく、市民が持ち寄って販売する。 

・ 野菜ジュースを作り、香流川ウォークの後に飲んでもらう。 

・ ９月後半だと野菜が少ないことが懸念事項。 

→今後、産業緑地課田園バレー係との調整を行う。 

� 工作工作工作工作    

・ ウォークラリーの振り返りも兼ねて、香流川の植物や生き物の写真シールを

貼ってしおりづくりをする。 

・ 竹を使った水鉄砲づくりや紙飛行機等をつくる。 

→今後、生涯学習課との調整を行う。 

� カフェカフェカフェカフェ    

・ 建物の中でお茶を飲むのではなく、青空の下でお茶を飲めるスペースをつく

る。 

・ 提供するお茶等は、市内でコーヒーやお菓子を製造している NPO 法人に協力

してもらう。 

・ 実際に食べ物や飲み物を用意するのではなく、空間だけ準備しておくのも良

い。誰でも気楽に寄ることができ、また集まった人同士で世間話をしながら

休んでもらえるようにする。 

・ 普段外出しないお年寄りを誘い、無料でお茶をおもてなしし、少し得をした

気持ちになってもらえる形をつくれたらと思う。 

・ 無料でおもてなしを行った場合、お客さんが多くなり対応しきれないことも

考えられるため、招待券をつくり、招待制にしてもいいかもしれない。招待

制にすれば、行ってもいいものかと躊躇してしまう人も足を運びやすくなる。 

・ 今後の北小学校区の地域共生ステーションづくりに向け、集まってもらった

人に、北小学校区の地域共生ステーションには何が必要かを聞いていきたい。 

→今後、産業緑地課公園緑地係との調整を行う。 

 

� 水質調査水質調査水質調査水質調査    

・ 生き物、水質といった、香流川そのものを観察していく。 

・ 香流川をテーマにするには水質は切り離せないため、川の水質の調査をする。

川をきれいにすることは地域づくりにつながっていくと思う。 

・ 子どもに川に興味を持ってもらえるよう、顕微鏡を使い、水の中にいるプラ



ンクトンを見てもらう。 

・ 子どもに分かりやすいように、水槽などに上流、下流の水を入れて水質の違

いを見てもらい、本当にきれいな川の水を知ってもらう。 

・ 香流川ウォークに継続性を持たせるために、稚魚を育てて、１年後川に放流

し、観察する。 

→今後、環境課との調整を行う。    

■ その他その他その他その他    

〔ながくて香流川ウォークにおける〔ながくて香流川ウォークにおける〔ながくて香流川ウォークにおける〔ながくて香流川ウォークにおける地域共生ステーション地域共生ステーション地域共生ステーション地域共生ステーション部会部会部会部会の位置づけについの位置づけについの位置づけについの位置づけについ

てててて〕〕〕〕    

主催は香流川を守る会及び自治会連合会、北のステーション部会は共催という

形が良いと思う。 

 

【【【【今後今後今後今後のののの進め方進め方進め方進め方】】】】    

・ 今回のワークショップ地域で出されたアイデアを実現するため、各分野の核

となるメンバーを決め、準備等について具体的に考えていく。 

・ 今後、ながくて香流川ウォークについて当日の動きや役割分担の打ち合わせ

を、香流川を守る会と自治会連合会で行うため、その際に地域共生ステーシ

ョンのイベントの話をしていく。また、9 月の初旬にチラシを小学校の児童

全員に配布する予定。 

・ 市の各担当課との協議を行うものとする。（たつせがある課→各担当課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■次回の開催日程■次回の開催日程■次回の開催日程■次回の開催日程    

  日時：平成２５年７月１７日（水）１８：３０～２０：３０ 

  場所：西庁舎３階公民館  学習室  

  内容：香流川を中心にした地域イベントの準備について 

 



 

 

 

前回の振り返り  

 《ワークショップの模様》《ワークショップの模様》《ワークショップの模様》《ワークショップの模様》    

グループワーク  

全体ワーク  



 


